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2021年度  研究部会紹介

秘書・総務業務において、業務を円滑に進めるために必要とさ
れる具体的な手法や幅広い情報提供を行うとともに、メンバー
の親睦、交流を通じ、ネットワークづくりの促進を図ります。

研究部会は先進企業の事例発表や専門家からの講演を中心に開
催し、研究部会によっては視察会や参加者交流の場を設けていま
す。“年間登録形式”（年間５～６例会開催）で運営しています。代理
参加も可能であり、内容・テーマに合わせて参加者を人選いただけ
る運営スタイルが特長です。

１３のテーマ・分野別の「集い・学び・語り合う」ネットワーク
秘書・総務に期待される知識と応用力の向上

～組織を越えた人間関係づくり～

秘書・総務研究部会（なごや会）

企業活動に関わる法律の改正についての情報提供を行うとと
もに、コンプライアンス体制づくりを含めた企業価値の向上に
ついて法務部門の視点から研究を図ります。

法務リスクへの実務対応
～企業価値を高める法務部門の役割～

企業法務研究部会

独禁法と競争政策について、公正取引委員会担当官による解
説と弁護士からの情報提供を通じて、独禁法の理解とその対
応について研究を図ります。

重要性が増す独禁法の最新情報を収集
～知らなかったでは許されない～

独禁法研究部会

マスコミ（新聞社等）とのコミュニケーションを促す場であると
同時に、メディア環境等が変化するなかでの企業広報のあり方
について具体的事例の紹介を通じて研究交流を図ります。

企業価値を高める広報活動
～多様化する広報部門の役割と今後の課題～

企業広報研究部会

物流品質・お客様満足向上を基本にしつつ、環境、効率化、グ
ローバル化などに対応した物流体制の構築について研究する
とともに、荷主企業と物流事業者との交流を図ります。

多様化・高度化する物流
～企業成長の鍵を握るロジスティクスの可能性～

物流管理研究部会

他社が追随できないような独自能力や組織力を戦略的に高め
ていくために、先進企業の様々な変革の取り組みを伺いながら
経営品質の視点から研究を図ります。

顧客の視点から経営を見直し、自己革新を通じて経営の品質を高める
経営革新研究部会

人と組織の持続的成長を実現する

欧米諸国と比べて低いと言われる日本企業のホワイトカラー
の生産性向上にいかに取り組むべきか、専門家の講演・先進企
業の事例発表に意見交換会を交え、研究交流を図ります。

生産性の高い業務実現のポイント
～改善リーダーの資質向上とネットワークづくり～

管理間接部門の業務改善・改革研究部会

少子高齢社会など労働・社会情勢の激動の変化を視野に、人事
労務面の直近の課題と将来的な課題を織り交ぜ、企業の先進
事例と、専門家の講演を通して情報提供を行います。

ニューノーマル時代の新たな人事労務施策の方向性

人事労務問題研究部会

労使が抱える課題について企業事例や、専門家からの問題提
起及び解決の方向性について実務的な視点から情報提供を行
います。

新たな成長に向けた労使の対応力向上
～活き活きと働き続けられる職場づくり～

労使実務研究部会

人づくりをはじめとした労使共通の課題や業界動向など、幅広
いテーマを取り上げつつ、現場見学会も交え、中部地区流通・
サービス業の組織活性化に向けた研究・交流を図ります。

価値づくり ・ 組織づくり ・ 人づくり
～組織の生産性を高めるために～

流通労使研究部会

企業競争力、企業活性化の源泉である「人づくり」について、人
材開発の仕組みや風土づくりも視野に入れつつ、先進企業事例
を中心に情報提供、意見交流を行います。

育つ側、育てる側が共に成長し組織が進化する
～時代の変化に対応した人材育成～

人材育成研究部会

“働きがい”がＥＳの向上に繋がり、仕事の生産性や企業業績の
向上に貢献する要因と考えられるなか、新たな働きがい向上の
仕組みづくりや取組みについて研究を図ります。

組織が活性化する“働きがい”向上策
～人を大切にする経営で好循環を生み出す～

生きがい・働きがい研究部会

働き方や価値観の多様化が進み、それぞれのニーズに対応した
労働組合活動が求められているなかで、先進労組を訪問し今後
の労働組合活動について研究交流を図ります。

明日の労働組合活動を考える
～働き方や価値観の多様化が進む中で～

労働組合実践活動研究部会


